（別添４）調査開始後に提出する証拠の提出様式例不当廉売関税に関する政令第１０条第１項に基づく証拠の提出

令和○年○月○日

財務大臣　　○○　○○　殿
氏名又は名称：
　　　　　　　　　　　　　
住所又は居所：
　　　　　　　　　　　　　
上記代理人：
　　　　　　　　　　　　　
不当廉売関税調査に係る証拠の提出について

（調査開始後に提出する証拠）

不当廉売関税に関する政令（平成６年政令第４１６号）（以下「政令」という。）第１０条第１項の規定に基づき、下記のとおり同項前段に規定する証拠及び同項後段に規定する証拠により証明しようとする事実を記載した書面等を提出します。

記

１．対象となる不当廉売関税調査（以下「本件調査」という。）

○○国産△△についての調査（令和○年○月○日付財務省告示第○号）
２．証拠の提出を行う者が利害関係者に該当する事情

本書面の作成及び提出をする○○は（本書面の作成及び提出を代理人××に対して依頼した○○は）、本件調査の□□（例：申請者、輸出者等）であるため、利害関係者に該当します。

３．証拠を秘密として取り扱うことを求めることの有無

□　Ａ．　提出する証拠を秘密として取り扱うことは求めません。
　　　　（４．の書面等のうち、別紙１、別紙２及び別添１を提出）

□　Ｂ．　提出する証拠には秘密として取り扱うことを求める部分が含まれます。

　　　（４．の全ての書面等を提出）

４．提出する書面等

□　別紙１：証拠により証明しようとする事実を記載した書面

　　　　　　（閲覧対象（別紙３の提出があった場合には、閲覧対象外））

□　別紙２：提出する証拠の資料名を記載した一覧表

　　　　　　（閲覧対象（別紙３の提出があった場合には、閲覧対象外））

□　別紙３：証拠を秘密として取り扱うことを求める旨及びその理由を記載した書面
　　　　　　（閲覧対象外）
□　別紙４：証拠により証明しようとする事実を記載した書面（別紙１）の要約
　　　　（閲覧対象）

□　別紙５：提出する証拠の資料名を記載した一覧表（別紙２）の要約（閲覧対象）

□　＜別添１＞：提出する証拠（閲覧対象（別紙３の提出があった場合には、閲覧対象外））

□　＜別添２＞：提出する証拠の秘密扱いを要しないもの及び要約
（閲覧対象）

５．その他

●　上記でチェックした提出する証拠等の電磁的記録については、別紙６（証拠等の電磁的記録一覧表）に記載してあるとおりです。

●　その他、特に記載すべき事項がありましたら適宜記載してください。
以上
別紙１：証拠により証明しようとする事実を記載した書面
　　　（閲覧対象（別紙３の提出があった場合には、閲覧対象外））

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
※証拠により証明しようとする事実についての具体的な記述及び証拠資料の簡潔な説明を記載してください。必要に応じて適宜項目を分けて記載してもかまいません。
なお、秘密として取り扱うことを求める場合には、秘密として取り扱う部分を【　】で囲んでください。

記載例：

　別添資料１－１から□□であること、別添資料１－２及び別添資料１－３から▲▲であることが示されており、別添資料１－４で【▽▽は××ではないこと】が示されている。さらに、別添資料１－５では【▼▼社が◇◇年より■■を増産する予定であること】が明らかになっている。以上の事実により、○○産△△について■■であるということが証明される。
別紙２：提出する証拠の資料名を記載した一覧表

　　　 （閲覧対象（別紙３の提出があった場合には、閲覧対象外））

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
	資料番号
	資料の名称

（注：【　】で囲まれている部分は秘密扱いを求める部分。）
	枚数


	別添資料１－１
	
	

	別添資料１－２
	
	

	別添資料１－３
	
	

	別添資料１－４
	
	

	別添資料１－５
	
	

	別添資料１－６
	
	

	別添資料１－７
	
	

	別添資料１－８
	
	

	別添資料１－９
	
	

	別添資料１－10
	
	

	別添資料１－11
	
	

	（以下、続く）
	
	


別紙３：秘密として取り扱うことを求める旨及びその理由を記載した
　　　　書面
　　　 （閲覧対象外）

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
　以下の理由により、証拠を秘密として取り扱うことを求めます。

	秘密として取り扱うことを求める部分

	理由


	別紙１の△行目の【　】で囲まれた部分
	情報提供者から情報の機密を保持することを条件として入手した情報であるため。

	別紙２の別添資料１－○の資料の名称中【　】で囲まれた部分
	社外に公開していない生産工程に関する記述であり、当社の営業秘密にあたるため。

	別添資料１－□の○頁の【　】で囲まれた部分
	顧客の名称、国内販売量や国内販売価格といった当社の営業秘密であり、これらが開示されると今後の営業活動に支障をきたすため。

	別添資料１－□の△頁の▼行目の【　】で囲まれた部分（△頁の上から１番目の【　】で囲まれた部分）
	各取引先との間の取引関係（購入量、購入価格等）に関する情報であり、各取引先にとって秘密情報にあたるため。

	別添資料１－□の△頁の■行目の【　】で囲まれた部分（△頁の上から２番目の【　】で囲まれた部分）
	顧客の個人情報が含まれており、開示されると当社の信頼性を著しく損なうため。

	
	


別紙４：証拠により証明しようとする事実を記載した書面（別紙１）の要約

　　 　（閲覧対象）

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
※証拠により証明しようとする事実についての具体的な記述及び証拠資料の簡潔な説明を記載してください。必要に応じて適宜項目を分けて記載してもかまいません。
なお、秘密として取り扱うことを求める場合には、ガイドライン別添３の「秘密証拠等の要約の作成例」を参照の上、秘密として取り扱う部分を【　】で囲み、括弧内に要約を記載してください。

記載例：

　別添資料２－１から□□であること、別添資料２－２及び別添資料２－３から▲▲であることが示されており、別添資料２－４で【▽▽の状況】が示されている。さらに、別添資料２－５では【取引企業の増産予定】が明らかになっている。以上の事実により、○○産△△について■■であるということが証明される。

別紙５：提出する証拠の資料名を記載した一覧表（別紙２）の要約

　　　 （閲覧対象）

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
	資料番号
	資料の名称

（注：【　】で囲まれている部分は秘密扱いによる要約の部分。）
	枚数


	別添資料２－１
	
	

	別添資料２－２
	
	

	別添資料２－３
	
	

	別添資料２－４
	
	

	別添資料２－５
	
	

	別添資料２－６
	
	

	別添資料２－７
	
	

	別添資料２－８
	
	

	別添資料２－９
	
	

	別添資料２－10
	
	

	別添資料２－11
	
	

	（以下、続く）
	
	


＜別添１＞：提出する証拠

　　　　　 （閲覧対象（別紙３の提出があった場合には、閲覧対象外））

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
※提出する証拠について別紙１の資料番号ごとに仕切紙を作成し、当該仕切紙に資料番号、枚数及び秘密扱いの有無を記載してください。

＜別添２＞：提出する証拠の秘密扱いを要しないもの及び要約

　　　　 　（閲覧対象）

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
※提出する証拠について別紙５の資料番号ごとに仕切紙を作成し、当該仕切紙に資料番号及び枚数を記載してください。

別紙６：証拠等の電磁的記録一覧表

　　 　（閲覧対象外）

提出者：
　　　　　　　　　　　　　
提出日：
　　令和○年○月○日
	書面番号又は資料番号

	電磁的記録の名称

	保存媒体

	別紙１
	
	CD-R　１

	別紙２
	
	〃

	別紙３
	
	〃

	別紙４
	
	〃

	別紙５
	
	〃

	別添資料１－１
	
	CD-R　2

	別添資料１－２
	
	〃

	別添資料１－３
	
	〃

	別添資料１－４
	
	〃

	別添資料１－５
	
	〃

	別添資料２－１
	
	〃

	別添資料２－２
	
	〃

	別添資料２－３
	
	〃

	（以下、続く）
	
	


� 	提出する日付を記載してください。


� 	法人その他の団体にあってはその名称及び代表者の氏名を記載してください。


� 	法人その他の団体にあっては主たる事務所等の所在地を記載してください。


� 	氏名及び所属する弁護士事務所等の所在地を記載してください。代理人である全ての弁護士氏名及び復代理人についても記載してください。提出者の代表者印又は社印若しくは代理人弁護士の弁護士印を押印してください。


� 	調査開始の告示に記載されている調査の名称を記載してください。


� 	記載例を参考にして、利害関係者に該当する事情を簡潔かつ明瞭に記載してください。


� 	該当する項目のいずれかを選んで□にチェックを入れてください。


� 	提出する書面全てを選んで□にチェックを入れてください。


� 	提出する証拠の資料の名称を記載するものとし、名称が秘密の場合はその要約を記載してください。


� 	「要約」とは、単に書面等の要点を集約したものではなく、秘密として取り扱う必要がない部分については変更を加えず、秘密として取り扱う必要がある部分にのみ変更を加えることにより、当該書面等を秘密として取り扱うことを要しない状態にしたものをいいます。要約する方法についてはガイドライン別添３の「秘密証拠等の要約の作成例」をご参照ください。


なお、秘密として取り扱うことを求める部分につき、要約をすることができないと考えるときには、その旨及びその理由を記載した書面を提出してください。その場合において、提出された書面の内容が適当でないと認める場合には、政令第７条第８項の規定により、当該部分を調べないものとすることがあります。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	提出する資料の名称の一部を秘密として取り扱うことを求める場合には、秘密として取り扱う部分を【　】で囲んでください。


� 	提出する資料の枚数を資料番号ごとに記載してください。


� 	本書面は、閲覧の対象とはなりません。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	別紙１及び２で【　】で囲んだ部分及び別添資料の中で秘密として取り扱う部分について、記載例を参考にして、簡潔かつ明瞭に記載してください。


� 	記載例を参考にして、秘密として取り扱う理由について簡潔かつ明瞭に記載してください。


� 	要約の方法については、ガイドライン別添３の「秘密証拠等の要約の作成例」を参照してください。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	要約の方法については、ガイドライン別添３の「秘密証拠等の要約の作成例」を参照してください。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	別紙２に対応するように記載してください。（例えば、別添資料１－１と別添資料２－１は同じ内容の資料になります。）�　なお、提出する資料の名称の一部を秘密として取り扱うことを求める場合には、秘密として取り扱う部分を【　】で囲み、括弧内に要約を記載してください。


� 	提出する資料の枚数を資料番号ごとに記載してください。


� 	本書面は、閲覧の対象とはなりません。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	要約の方法については、ガイドライン別添３の「秘密証拠等の要約の作成例」を参照してください。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	本書面は、確認用として提出をお願いするものであり、閲覧の対象とはなりません。


� 	提出者の名称を記載してください。


� 	提出する日付を記載してください。


� 	電子データ化した書面又は証拠について、記載例を参考にして、書面番号又は資料番号を記載してください。電子データ化していない書面又は証拠については記載不要です。


� 	電磁的記録のファイル名（拡張子を含む）を記載してください。
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